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（百万円未満切捨て）

１．2022年９月期第２四半期の連結業績（2021年10月１日～2022年３月31日）
（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 EBITDA※ 経常利益
親会社株主に帰属

する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年９月期第２四半期 22,744 0.7 927 116.4 1,543 29.0 701 116.5 161 454.9

2021年９月期第２四半期 22,582 2.4 428 ― 1,196 249.6 324 ― 29 ―

（注）包括利益 2022年９月期第２四半期 132百万円（ ―％） 2021年９月期第２四半期 △26百万円（ ―％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年９月期第２四半期 9.07 9.07

2021年９月期第２四半期 1.64 1.51
　

※EBITDA（経常利益+支払利息+減価償却費+のれん償却費）

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年９月期第２四半期 32,935 4,392 12.7

2021年９月期 33,241 4,578 13.2

（参考）自己資本 2022年９月期第２四半期 4,192百万円 2021年９月期 4,389百万円
　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年９月期 ― 0.00 ― 20.00 20.00

2022年９月期 ― 0.00

2022年９月期（予想） ― 20.00 20.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2022年９月期の連結業績予想（2021年10月１日～2022年９月30日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 45,000 1.3 1,800 32.7 1,000 25.6 200 △66.8 11.24

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年９月期２Ｑ 18,358,060株 2021年９月期 18,278,060株

② 期末自己株式数 2022年９月期２Ｑ 481,677株 2021年９月期 481,367株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年９月期２Ｑ 17,836,053株 2021年９月期２Ｑ 17,796,916株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,359 6,120

受取手形及び売掛金 1,742 ―

受取手形、売掛金及び契約資産 ― 1,950

営業投資有価証券 1,197 1,203

商品 729 776

原材料及び貯蔵品 44 45

短期貸付金 1,245 927

未収入金 1,841 1,731

その他 1,222 1,406

貸倒引当金 △577 △284

流動資産合計 14,804 13,877

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,124 1,855

土地 1,022 959

その他（純額） 128 120

有形固定資産合計 3,275 2,935

無形固定資産

のれん 6,406 6,003

その他 2,663 3,414

無形固定資産合計 9,070 9,417

投資その他の資産

敷金及び保証金 2,611 2,972

繰延税金資産 1,292 859

その他 2,736 3,307

貸倒引当金 △549 △435

投資その他の資産合計 6,091 6,704

固定資産合計 18,437 19,057

繰延資産 0 0

資産合計 33,241 32,935
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,149 2,061

短期借入金 188 325

1年内返済予定の長期借入金 2,176 2,174

未払法人税等 165 68

前受家賃 3,956 3,782

賞与引当金 67 28

賃貸管理契約損失引当金 16 16

その他 2,482 3,080

流動負債合計 10,202 11,537

固定負債

長期借入金 15,892 14,608

賃貸管理契約損失引当金 1 1

退職給付に係る負債 216 224

資産除去債務 71 71

長期預り敷金 1,460 1,394

長期預り保証金 160 151

その他 655 553

固定負債合計 18,459 17,005

負債合計 28,662 28,542

純資産の部

株主資本

資本金 7,983 8,002

資本剰余金 777 797

利益剰余金 △2,484 △2,682

自己株式 △1,853 △1,853

株主資本合計 4,424 4,265

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △9 29

為替換算調整勘定 △25 △101

その他の包括利益累計額合計 △34 △72

新株予約権 11 14

非支配株主持分 177 185

純資産合計 4,578 4,392

負債純資産合計 33,241 32,935
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年10月１日
　至 2021年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年10月１日
　至 2022年３月31日)

売上高 22,582 22,744

売上原価 17,583 17,439

売上総利益 4,998 5,305

販売費及び一般管理費 4,570 4,377

営業利益 428 927

営業外収益

受取利息 13 8

受取配当金 1 11

有価証券売却益 1 0

貸倒引当金戻入額 0 ―

為替差益 43 110

持分法による投資利益 119 ―

助成金収入 10 ―

雑収入 27 11

営業外収益合計 217 140

営業外費用

支払利息 86 72

支払手数料 66 23

持分法による投資損失 ― 79

貸倒引当金繰入額 ― 65

休業手当 10 ―

雑損失 2 6

その他 156 119

営業外費用合計 322 367

経常利益 324 701

特別利益

固定資産売却益 6 9

持分変動利益 142 30

事業譲渡益 31 0

その他 2 2

特別利益合計 182 42

特別損失

固定資産売却損 49 2

固定資産除却損 45 4

事務所移転費用 ― 29

減損損失 ― 1

事故関連損失 45 18

その他 15 23

特別損失合計 156 79

税金等調整前四半期純利益 350 663

法人税、住民税及び事業税 114 58

法人税等調整額 245 434

法人税等合計 359 493

四半期純利益又は四半期純損失（△） △8 170

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

△38 9

親会社株主に帰属する四半期純利益 29 161
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年10月１日
　至 2021年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年10月１日
　至 2022年３月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △8 170

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 ― 36

為替換算調整勘定 △13 △70

持分法適用会社に対する持分相当額 △3 △4

その他の包括利益合計 △17 △37

四半期包括利益 △26 132

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 11 124

非支配株主に係る四半期包括利益 △38 8
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（「収益認識に関する会計基準」等の適用に伴う変更）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。これにより、従来顧客から受け取る対価の

総額を収益として認識しておりましたが、当社グループが代理人として関与したと判定される取引については、

当該対価の総額から第三者に対する支払額を差し引いた純額で収益を認識する方法に変更しております。当該

会計方針の変更は、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取り扱いに従っており、第１四半期

連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連結会計期間

の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認識会計

基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取り扱いに従ってほと

んどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高及び売上原価が３億42百万円減少しております。なお、営業

利益、経常利益及び四半期純利益への影響はありません。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示して

いた「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表

示することとしました。

なお、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方

法による組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号

2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係る顧客との契約

から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

（「時価の算定に関する会計基準」等の適用に伴う変更）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計

基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計

基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。これによる当第２四半期連

結累計期間に与える影響額は軽微であります。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積り）

前連結会計年度の有価証券報告書（追加情報）に記載した「新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響

に関する会計上の見積り」について重要な変更はありません。

なお、新型コロナウイルス感染症の影響が長期化・深刻化した場合、財政状態、経営成績及びキャッシ

ュ・フローの状況に重要な影響を及ぼす可能性があります。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 2020年10月１日　至 2021年３月31日）

１. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

Platform Technology 計

売上高

外部顧客への売上高 17,921 3,501 21,423 1,159 22,582 ― 22,582

セグメント間の
内部売上高又は振替高

27 411 438 20 459 △459 ―

計 17,948 3,913 21,862 1,179 23,042 △459 22,582

セグメント利益
又は損失（△）

958 187 1,146 △364 781 △353 428

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産投資業務等を含

んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△353百万円は、主に報告セグメントに帰属しない本社費用

であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 2021年10月１日　至 2022年３月31日）

１. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（単位：百万円）

報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

Platform Technology 計

売上高

　賃貸管理 4,844 ― 4,844 ― 4,844 ― 4,844

　直営店 1,464 ― 1,464 ― 1,464 ― 1,464

　テクノロジー ― 3,563 3,563 ― 3,563 ― 3,563

　その他 1,851 ― 1,851 172 2,024 ― 2,024

　顧客との契約から生じる
　収益

8,160 3,563 11,724 172 11,896 ― 11,896

　サブリース 9,907 ― 9,907 ― 9,907 ― 9,907

　コインパーキング ― ― ― 505 505 ― 505

　その他 150 ― 150 284 435 ― 435

　その他の収益 10,058 ― 10,058 790 10,848 ― 10,848

外部顧客への売上高 18,218 3,563 21,782 962 22,744 ― 22,744

セグメント間の
内部売上高又は振替高

22 414 437 0 437 △437 ―

計 18,241 3,977 22,219 962 23,182 △437 22,744

セグメント利益
又は損失（△）

1,403 203 1,606 △342 1,263 △336 927

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産投資業務等を含

んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△336百万円は、主に報告セグメントに帰属しない本社費用

であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益

認識に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更してお

ります。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間におけるセグメント売上高はＰｌａｔ

ｆｏｒｍセグメントで３億42百万円減少しております。なお、セグメント損益への影響はありません。

　


